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水ビジネスを支援
水と環境の未来研究所

各分野の専門家で

法
律
や
技
術
、
金
融
、
情
報

な
ど
各
分
野
の
専
門
家
が
集
ま

り
、
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
や
関

連
団
体
の
支
援
を
目
的
に
し

た
、
　
Ｅ

般
社
団
法
人
　
水
と

環
境
の
未
来
研
究
所
六
代
表
理

事
川
奥
野
善
彦
奥
野
総
合
法
律

事
務
所
所
長
）
が
発
足
、
７
月

２７
日
か
ら
Ｈ
Ｐ
を
立
ち
上
げ
、

活
動
を
本
格
化
さ
せ
て
い
る
。

理
事
に
は
、
藤
原
正
弘
水
道

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
を

は
じ
め
、
竹
村
公
太
郎
リ
バ
ー

フ
ロ
ン
ト
整
備
セ
ン
タ
ー
理
事

長
、
吉
村
和
就
グ
ロ
ー
バ
ル
ウ

ォ
ー
タ

・
ジ
ャ
パ
ン
代
表
、
市

江
正
彦
日
本
政
策
投
資
銀
行
企

業
金
融
第
１
部
長
、
富
井
順
三

前
新
生
銀
行
代
表
取
締
役
副
社

長
、
と
鐸
々
た
る
顔
ぶ
れ
が
揃

っ
て
い
る
。
各
所
属
団
体
な
ど

が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
画
、
今

後
Ｐ
Ｒ
企
業
な
ど
も
メ
ン
バ
ー

に
加
わ
る
予
定
。

当
面
は
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
や
財
務
状
況
、
水
道
技

術
、
地
下
水
を
含
め
た
全
体
的

な
水
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
視
点
に

し
た

「地
域
水
道
再
生
研
究
」

や
、

「水

・
環
境
関
連
事
業

ヘ

の
提
言

・
情
報
発
信
」
「水
・環

境
関
連
事
業
体
の
Ｐ
Ｒ
サ
ポ
ー

ト
」
の
三
つ
を
事
業
テ
ー
マ
に

設
定
、
活
動
内
容
を
公
開
し
て

い
く
と
し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
先

・
Ｈ
Ｐ
は
、

干
２
４
２
１
０
０
１
１
神
奈
川

県
大
和
市
深
見
３
８
３
９
１
４

４
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
６
１
２
０

５
１
１
４
０
２
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
同
１

３
６
４
、
担
当

¨
大
崎
博
之
、

す
キ
一
０
中＼
＼
電
〓
〓
・
〓
や
一
①
，
‐
①

ヽ
く
一弔〇
拶
さ
①
↓
一
・
」０
。

は
、
水

・
食
料

・
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
相
互
関
係
を
地
球
的
規
模
で

と
ら
え
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ

に
関
し
て
は
今
年
度
も
研
究
を

継
続
す
る
。
さ
ら
に
は
、
地
下

水
を
国
家
財
産
と
し
て
捉
え
、

保
護
体
制
を
確
立
す
べ
き
時
代

に
も
き
て
い
る
」
と
話
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ

・
ジ

バ
ン
の
吉
村
和
就
代
表
は
、

水
ビ
ジ
ネ
ス
に
係
わ
る
世
界
戦

略
と
水
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
国

際
貢
献
に
つ
い
て
提
言
。

「ア

ジ
ア
各
国
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
水

問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
日
本

に
と

っ
て
も
、
水
問
題
は
国
家

安
全
保
障
問
題
の
は
ず
で
あ

傑
陵
暦
繰
融
博
属

て
い
る
。
ま
さ
し
く
、
日
本
が

持
て
る
技
術
を
も

っ
て
世
界
の

水
問
題
解
決
に
寄
与
し
、
感
謝

を
勝

ち
取
る

時

代

に
き

て

い

る
」
と
話
し
た
。

メ
安
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
栗
原
秀

人
技
監
は
、
健
全
な
水
循
環
系

の
構
築
と
下
水
道
の
役
割
に
つ

い
て
解
説
。

「現
状
の
国
民

一

人
当
た
り
の
１
日
の
下
水
道
使

用
料
は
約
２２
円
。
下
水
道
使
用

料
の
汚
水
処
理
原
価

へ
の
充
当

率
は
約
６０
％
に
過
ぎ
ず
、
そ
の

よ
う
な
中
、
水
環
境
を
守

っ
て

き
て
い
る
。
ま
た
、
標
準
的
処

理
の
合
併
浄
化
槽
、
高
度
処
理

て
は
な
い
公
共
下
水
道
は
窒
素

除
去
に
限
り
が
あ
る
」
と
話
し

た
。

資
源
協
会

（会
長
日
高
橋
裕

東
京
大
学
名
誉
教
授
）
は
７
月

２‐
日
、
東
京

・
霞
が
関
の
東
海

講渡で水危機訴え
資源協会

22年度報告書受けて

大
学
校
友
会
館
て
平
成
２２
年
度

「水
資
源

・
水
災
害
危
機
に
関

す
る
調
査
研
究
―
気
候
変
動
に

よ
る
影
響
の
考
察
―
」
語
授
会

を
開
催
し
、
５０
人
以
上
が
聴
講

し
た

（写
真
）
。

同
協
会
は
昨
年
度
、
今
後
の

水
資
源
の
欠
乏
、
そ
れ
に
対
応

し
た
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
に
関

す
る
報
告
書
を
ま
と
め
た
。

今
年
度
も
引
き
続
い
て
、
同

様
の
テ
ー
マ
を
深
化
さ
せ
た
報

告
書
を
国
、
水
道
事
業
体
、
関

連
団
体
、
大
学
、
民
間
企
業
等

の
協
力
を
得
て
編
纂
。
そ
の
成

果
を
執
筆
者
が
自
ら
講
演
し

た
。
講
演
で
は
、
１４
人
の
執
筆

者
の
う
ち
６
人
が
代
表
し
て
演

壇
に
立

っ
た
。

冒
頭
、
講
義
に
立

っ
た
高
橋

会
長
は

「水
関
連
技
術
の
範
囲

は
本
当
に
限
り
が
な
い
が
、
現

段
階
て
考
え
う
る
分
野
を
報
告

書
て
は
網
羅
し
て
い
る
。
水
間

題
の
総
合
的
推
進
の
た
め
に高橋会長


